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国民健康保険からのおしらせ
西ノ山展望広場にハートキューブオープン

●学校茶園で友好大使とお茶摘み　５月14日（火）
　茶娘衣装に身を包んだ児童が友好大使とともにすくすくと育った学校茶園のお茶
を手摘みしました。
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●人のうごき（５月１日現在）
9,270人（－17）
男4,647人（－5）　女4,623人（－12）
出生2人　死亡4人　転入19人　転出34人
3,714世帯（－7）（　）内は前月比



介護医療課
　☎８８ー６６１０

高額療養費制度の
自己負担限度額（月額）について

　医療費の家計負担が重くならないよう、医療機
関や薬局の窓口で支払った額（入院時の食費負担
や差額ベッド代等は除く）が１か月（歴月：１日
から末日まで）で上限額を超えた場合、その超え
た額を支給する「高額療養費制度」があります。

今
年
度
分
の
納
税
通
知
書
は

６
月
中
旬
に
発
送

　
平
成
31
年
度
分
国
民
健
康
保

険
税
（
＝
国
保
税
）
の
納
税
通

知
書
は
、
６
月
中
旬
に
郵
送
に

て
世
帯
主
（
納
税
義
務
者
）
の

方
宛
に
送
付
し
ま
す
。
国
保
は

世
帯
単
位
で
の
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
世
帯
主
の
方

が
国
保
加
入
者
で
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
国
保
税
の
納
付
義

務
が
生
じ
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
国
保
税
は
12
か
月
分
を
６
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
10
回
に

分
け
て
支
払
う
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
４
、
５
月
以
外
の

月
は
毎
月
納
期
が
あ
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
年
金
天
引
き

に
よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
く
世

帯
は
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の

納
付
額
は
平
成
30
年
度
の
税
額

で
仮
徴
収
を
行
い
、
10
月
・
12

月
・
翌
年
２
月
の
納
付
額
で
平

成
31
年
度
の
税
率
に
合
わ
せ
て

再
調
整
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
保
険
税
の
税
率

　
国
保
税
は
、
前
年
の
所
得
を

も
と
に
算
定
す
る
「
所
得
割
」、

固
定
資
産
税
額
（
土
地
・
家
屋
）

を
も
と
に
算
定
す
る
「
資
産

割
」、
被
保
険
者
数
を
も
と
に

算
定
す
る
「
均
等
割
」、
加
入

世
帯
に
か
か
る
「
平
等
割
」
の

合
計
額
で
、
医
療
分
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
、
介
護
分
の
そ

れ
ぞ
れ
の
税
率
な
ど
を
使
っ
て

算
出
し
ま
す
。

所
得
の
申
告
は
忘
れ
ず
に

　
国
保
税
に
は
、
所
得
の
額
に

応
じ
た
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

が
、所
得
を
未
申
告
の
場
合
は
、

軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
未
申
告
の
場
合
、
軽
減
の
判

定
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、

高
額
療
養
費
支
給
額
の
算
定
の

際
、高
額
所
得
者
と
み
な
さ
れ
、

給
付
額
が
減
額
さ
れ
る
な
ど
、

ご
自
身
に
不
利
益
が
生
じ
ま
す
。

国
保
税
の
減
額
措
置

収
入
が
な
い
方
も
申
告
を

　
国
保
税
や
高
額
療
養
費
、
70

歳
以
上
の
自
己
負
担
額
は
、
前

年
の
所
得
の
申
告
等
に
基
づ
き

算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
害
・

遺
族
年
金
の
受
給
者
や
預
貯
金

等
で
生
活
さ
れ
て
い
た
方
、
扶

養
さ
れ
て
い
た
方
な
ど
、
収
入

が
な
い
方
も
住
民
税
の
申
告

（
収
入
が
な
い
こ
と
の
申
告
）

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
税
の
減
額
措
置
の
対
象

と
な
る
世
帯
で
も
、
申
告
が
な

い
世
帯
は
減
額
措
置
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
世
帯
全
員
の
所
得
を
申
告
し

て
、
平
成
30
年
中
の
所
得
が
表

の
基
準
額
以
下
の
場
合
は
、
国

保
税
の
平
等
割
と
均
等
割
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

解
雇
や
倒
産
な
ど
で
失
業
し
た

方
は
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
会
社
の
倒
産
や
解
雇
、
雇
い

止
め
な
ど
非
自
発
的
な
理
由
に

よ
り
離
職
し
、「
特
定
受
給
資

格
者
」
ま
た
は
「
特
定
理
由
離

職
者
」
と
し
て
雇
用
保
険
を
受

給
さ
れ
る
方
は
、
申
請
に
よ
り

国
保
税
が
一
定
期
間
軽
減
さ
れ

ま
す
。
こ
の
非
自
発
的
失
業
者

に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
軽
減

を
受
け
る
に
は
、
届
出
が
必
要

で
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す

る
方
が
対
象
で
す
。 

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に

失
業
し
た
方 

②
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
方 

③
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

者
ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者
で

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
に
記

載
さ
れ
た
離
職
理
由
に
11
、

12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、

33
、
34
の
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ド↑

70歳未満の人の自己負担限度額（月額）
所得区分※1 3回目まで 4回目以降※2

ア 901万円超　
252,600円＋（医
療費－842,000円）

×1％
140,100円

イ 600万円超　
901万円以下

167,400円＋（医
療費－558,000円）

×1％
93,000円

ウ 210万円超　
600万円以下

80,100円＋（医療
費－267,000円）

×1％
44,400円

エ
210万円以下
（下記（オ）
世帯除く）

57,600円 44,400円

オ 住民税非課税
世帯 35,400円 24,600円

※1　 所得とは「基礎控除後の総所得金額等」のことです。所得の
申告がない場合は所得区分アとみなされます。

※2　 過去12 ヵ月以内に限度額を超えた支給が4回以上あった場合
の4回目以降の限度額

70歳以上75歳未満の人の自己負担限度額（月額）

所得区分 外来
（個人単位） Ⓐ

外来＋入院
（世帯単位）Ⓑ

現
役
並
み
所
得
者

Ⅲ（課税所
得690万 円
以上）

252,600円＋（医療費－842,000円）
×1％
<140,100円 > ※1

Ⅱ（課税所
得380万 円
以上）

167,400円＋（医療費－558,000円）
×1％
<93,000円 > ※1

Ⅰ（課税所
得145万 円 
以上）

80,100円＋（医療費－267,000円）
×1％
<44,400円 > ※1

一般（課税所
得145万 円 未
満等）

18,000円※2 57,600円
<44,400円 > ※3

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

● 75歳到達月は、国保と後期高齢者医療制度の限度額がそれぞれ
2分の1となります。

※1　 過去12 ヵ月以内に限度額を超えた支給が4回以上あった場合
の4回目以降の限度額。

※2　 8月～翌年7月の年間限度額（一般、低所得者Ⅰ・Ⅱだった
月の外来自己負担額の合計の限度額）は144,000円。

※3　 過去12 ヵ月以内にⒷの限度額を超えた支給が4回以上あった
場合の、4回目以降の限度額。

平成31年度の税率
区分 医療分 支援金分 介護分

所得割 5.33% 2.29% 1.89%

資産割 10.40% 5.48% 10.73%

均等割 25,500円 9,300円 10,600円

平等割 22,600円 8,100円 6,800円
保険税最
高限度額 610,000円 190,000円 160,000円

軽減割合
軽減基準所得

平成31年度以降

７割 　33万円以下

５割 33万円＋（28万円×被保険者数）

２割 33万円＋（51万円×被保険者数）

国民健康保険から
　　　のおしらせ

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

と
き
や
、
資
格
喪
失
す
る
と
き

に
は
届
出
が
必
要
で
す
。
世
帯

内
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
14

日
以
内
に
役
場
介
護
医
療
課
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
加
入
さ
れ
る
場
合
】

　
届
出
日
か
ら
14
日
前
の
受
診

分
ま
で
は
保
険
給
付
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
医

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
届
出
が
遅
れ
る
と
さ

か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
必
ず
加
入
し
て
い
た
保
険
が

切
れ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
喪
失
さ
れ
る
場
合
】

　
同
様
に
国
保
か
ら
他
の
保
険

に
加
入
さ
れ
た
場
合
に
も
届
出

が
必
要
で
す
。
他
の
健
康
保
険

加
入
後
に
、
国
保
の
保
険
証
を

使
っ
て
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ

た
場
合
に
は
、
そ
の
医
療
機
関

に
保
険
変
更
の
届
出
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
他
の
保
険

加
入
後
に
国
保
の
保
険
証
を

使
っ
て
保
険
給
付
を
受
け
ら
れ

た
場
合
に
は
、
保
険
給
付
し
た

金
額
を
返
還
請
求
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

が
記
載
さ
れ
て
い
る
方

※
「
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格

者
証
」、「
雇
用
保
険
高
年
齢
受

給
資
格
者
証
」
を
お
持
ち
の
方

は
対
象
外

【
軽
減
内
容
】

　
国
保
税
の
所
得
割
額
は
、
加

入
者
の
前
年
中
の
所
得
で
算
定

し
ま
す
が
、
非
自
発
的
失
業
者

の
所
得
割
額
に
つ
い
て
は
、
前

年
中
の
給
与
所
得
金
額
を
１
０

０
分
の
30
に
減
額
し
て
計
算
し

ま
す
。 

【
軽
減
期
間
】

　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月

か
ら
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
末
、
ま
た
は
国

民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
ま
で

で
す
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

保
険
証
、
印
鑑

加
入
・
喪
失
手
続
き
を
お
忘

れ
な
く
！

　
エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
う

じ
た
わ
ら
（
＝
芦
原
昇
会
長
）

が
自
然
環
境
の
保
全
活
動
に
対

し
て
公
益
財
団
法
人
平
和
堂
財

団
か
ら
「
夏
原
グ
ラ
ン
ト
」
助

成
金
の
交
付
を
受
け
、
町
内
の

自
然
環
境
に
つ
い
て
調
査
し
た

結
果
を
ま
と
め
た
冊
子
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　
冊
子
で
は
３
年
間
の
調
査
で

確
認
し
た
町
内
の
野
生
生
物
や

地
質
に
つ
い
て
、
町
の
歴
史
や

文
化
と
の
関
わ
り
を
含
め
て
解

説
。
希
少
種
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

は
現
在
の
分
類
や
カ
テ
ゴ
リ
ー

﹁
宇
治
田
原
町
の
自
然
環
境
﹂

を
発
行
　
エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
う
じ
た
わ
ら

を
反
映
し
た
ほ
か
、
は
じ
め
て

の
試
み
と
し
て
町
内
に
生
息
す

る
外
来
生
物
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
冊
子
の
デ
ー
タ
は
町
Ｈ
Ｐ
の

エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
コ
ー
ナ
ー
に

掲
載
さ
れ
、
今
後
も
適
時
内
容

が
更
新
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
う

じ
た
わ
ら
の
阪
本
伊
三
雄
副
会

長
は
、
総
会
の
場
に
て
調
査
の

結
果
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
す
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

日
時
　
６
月
９
日
（
日
）
午
後

２
時
か
ら

エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
う

じ
た
わ
ら
総
会

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

備
考
　
参
加
者
に
は
記
念
品
と

し
て
冊
子
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

　
経
営
改
善
な
ど
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
し
、
多
様
性

の
あ
る
成
長
企
業
を
支
援
し
ま

す
。

　
「
展
示
会
に
出
展
し
て
販
路

拡
大
を
目
指
し
た
い
」「
新
商

品
を
開
発
し
、
売
上
を
ア
ッ
プ

し
た
い
」「
会
社
の
将
来
を
考

え
事
業
承
継
を
行
い
た
い
」
な

ど
、
企
業
の
成
長
に
資
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
対
象
者
】

・
中
小
企
業
法
に
規
定
す
る
中

小
企
業
者
又
は
小
規
模
企
業
者

で
、
町
税
を
完
納
し
て
い
る
者

・
町
内
に
本
店
も
し
く
は
支
店

が
あ
る
法
人
又
は
町
内
に
在
住

す
る
個
人
事
業
者
で
、
町
内
で

１
年
以
上
営
業
し
て
い
る
者

【
内
容
】

▼
販
路
開
拓
、
新
製
品
等
開
発

支
援
事
業

が
ん
ば
る
企
業
を
応
援
し
ま
す

﹁
宇
治
田
原
町
ま
ち
の
元
気
な

企
業
応
援
事
業
﹂

▼
経
営
改
善
支
援
事
業

▼
事
業
承
継
支
援
事
業

詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

・

産
業
観
光
課
（
☎
８
８

︲
６
６
３
８
）

　
地
震
と
違
い
、
大
雨
や
台
風

は
危
険
を
事
前
に
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
情
報
の
入
手
方
法
】

▼
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

▼
安
心
・
安
全
メ
ー
ル

　
京
都
府
や
町
か
ら
、
気
象
や

防
災
情
報
な
ど
を
配
信
し
て
い

る
「
京
都
府
防
災
・
防
犯
情
報

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
」
に
登

録
し
ま
し
ょ
う
。
登
録
は

anzen@
k-anshin.pref.

kyoto.jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
。

▼
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　
町
か
ら
の
避
難
勧
告
等
の
緊

急
情
報
を
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル

配
信
し
ま
す
。（
発
信
時
に
町

内
に
い
る
方
に
配
信
）（
登
録

不
要
）

▼
防
災
用
長
距
離
ス
ピ
ー
カ
ー

　
住
民
体
育
館
等
主
要
公
共
施

設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
屋
外
用

ス
ピ
ー
カ
ー
で
、
緊
急
情
報
や

避
難
情
報
等
を
有
事
の
際
に
放

送
し
ま
す
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
き
ょ
う
と
危
機
管
理
Ｗ
Ｅ
Ｂ

・
京
都
府
河
川
防
災
情
報

・
京
都
府
土
砂
災
害
警
戒
情
報

・
日
本
気
象
協
会

・
京
都
地
方
気
象
台

総
務
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３

１
）

大
雨
や
長
雨
に
ご
注
意
を

　
大
雨
や
長
雨
が
多
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
洪

水
や
土
砂
災
害
の
発
生
が
非
常

に
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
家
の
ま
わ
り
や
近

所
の
危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
を

確
認
し
、
家
庭
内
で
安
全
対
策

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

防
災
マ
ッ
プ
で
確
認

　
家
の
ま
わ
り
や
近
所
の
危
険

と
思
わ
れ
る
箇
所
、
避
難
場
所

等
は
防
災
マ
ッ
プ
で
確
認
で
き

ま
す
。

　
全
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
防

災
マ
ッ
プ
は
、
町
Ｈ
Ｐ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

最
新
情
報
の
入
手
と
早
目
の

避
難
を

区　　　分 対象経費 補助金額

① 販路開拓
新製品等開発支援

展示会出展
新製品・新サービスの
開発

経費の3分の2以内
（上限40万円）

② 経営改善支援
生産性向上・高性能化・
省力化に資する機械導
入（注1）

経費の2分の1以内
（上限20万円）
（注2）

③ 事業承継支援 事業承継に要するもの 経費の2分の1以内
（上限10万円）

（注1）機械等の導入後3年間で、平均3％以上の売上の増加に結び付くこと
（注2）やむを得ず町外の業者から調達する場合は上限10万円

←

防災マップ

芦原昇会長

阪本伊三雄副会長



今月のレシピ　「レンジで簡単♪ まるごと玉ねぎ」

（１人分）　Ａ…エネルギー　28kcal　　蛋白質　2.9g　　脂質　0.1g　　カルシウム　9mg　　　塩分　0.4g
　　　　　Ｂ…エネルギー　40kcal　　蛋白質　0.5g　　脂質　2.3g　　カルシウム　9mg　　　塩分　0.2g

 今月の食改さん

久野村弘美さん
 第 6 班（奥山田）

　辛味の味噌だれを
かけても美味しく出
来ます。

作り方

①新玉ねぎは皮をむき、両端を落としま
す。上から十字に包丁を入れます。
（半分から２／３程度）

②	①の玉ねぎ１つにラップをかけて電子
レンジ500Wで５分間加熱します。
（１つずつ）

③	②にAポン酢とかつお節をかけます。　
②にBを混ぜ合わせたソースをかけま
す。

　玉ねぎに含まれるカリウムは、余分な水分やナトリウムの排出
を助け、むくみの改善や血圧の低下に役立つとされています。

材　料

　　新玉ねぎ…………　中２つ

Ａ　ポン酢　………　大さじ１
　　かつお節　……　１つかみ

Ｂ　マヨネーズ　……大さじ１
　　トマトケチャップ… …大さじ１

（４人分）

食改の窓　No.219

・ 社会福祉協議会☎88－3294／ FAX88－4094

社協通信

内　容　総会・ランチ

日　時　6月24日月　
　　　　午前10時～午後2時半頃まで
場　所　ロイヤルオークホテル
　　　　（滋賀県大津市）
参加費　3,000円（当日徴収）
申　込　6月14日金までに社協へ

総会＆レクリエーションのお知らせと新規会員募集！

65歳以上の一人暮らしの方なら、どなたでも入会可能。
年間３～４回のレクリエーションで楽しく交流しましょう。

一人暮らし高齢者の会『わかば会』

新規会員も募集中！

まちかどほっとナウ
Ujitawara……Town……Topics…

　オープン以来はじめての大型連休を迎えた“宗円交遊
庵やんたん”でこの日、やんたんマルシェと題した催し
が行われました。抹茶アート、椎茸の菌打ち体験や日本
茶インストラクターによるおいしいお茶の入れ方体験な
ど、宇治田原ならではのコーナーから屋台や地元の方の
手作り市まで、近隣市町や遠くはドイツからの来訪者が
楽しいひと時をすごされました。

　八十八夜を目前に控
えた５月１日、西ノ山
展望広場でハートのま
ちにちなんだ箱形オブ
ジェ「ハートキューブ」
のお披露目が行われま
した。
　「ハートキューブ」
は、府内最大級の西ノ
山集団茶園を一望でき
る展望広場に設置して
おり、オープニングイ
ベントでは期間限定の
こいのぼりが空を泳ぐ
中、来場者には、町内

産の新茶でおもてなし。新時代「令和」の幕開けを水出
し緑茶を飲みながらお祝いしました。

ＧＷ前半快晴のもと
やんたんマルシェ開催

西ノ山展望広場リニューアル
箱形オブジェ『ハートキューブ』お披露目

4／28

5／1

　
５
月
10
日
（
金
）、
本
町
は
、

一
般
社
団
法
人
ド
ロ
ー
ン
撮
影

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
協
会
（
京
都

市
）、
一
般
社
団
法
人
地
域
再

生
・
防
災
ド
ロ
ー
ン
利
活
用
推

進
協
会
（
大
阪
市
）
と
「
災
害

時
等
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
支
援
活
動
に
関
す
る
協

定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
災
害
時
に
お

い
て
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
情

報
収
集
や
被
災
者
の
捜
索
等
が

ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
協
定
を
締
結

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
締
結
式
で
西
谷
町
長

は
森
林
が
大
部
分
を
占

め
、
土
砂
災
害
等
の
危

険
が
あ
る
本
町
の
特
徴

を
示
し
た
う
え
で
「
情

報
収
集
は
災
害
時

に
お
け
る
土
台
づ

く
り
で
あ
る
。
人

が
行
け
な
い
場
所

へ
ド
ロ
ー
ン
を
有
効
活
用

し
た
い
」
と
挨
拶
。

　
一
般
社
団
法
人
ド
ロ
ー

ン
撮
影
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ

協
会
の
上
原
陽
一
代
表
理

事
は
「
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦

資
格
に
関
す
る
講
習
を
多

く
の
方
に
受
講
い
た
だ

き
、
喜
び
や
責
任
を
感
じ

て
い
る
。
役
場
職
員
を
対

象
と
し
た
講
習
会
の
開
催
な

ど
、
技
術
指
導
に
も
あ
た
り
た

い
」
と
、
ま
た
、
一
般
社
団
法

人
地
域
再
生
・
防
災
ド
ロ
ー
ン

利
活
用
推
進
協
会
の
沖
貴
博
代

表
理
事
は
「
広
域
で
同
時
被
災

し
て
も
、
各
支
部
が
連
携
す
る

こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
現
場

に
駆
け
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
地
域
と
連
携
し
、
防
災
・

減
災
に
つ
な
げ
た
い
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

総
務
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３

１
）

　
町
が
単
独
で
行
う
道
路
や
側

溝
等
の
改
良
工
事
施
工
箇
所
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
施
工
箇
所
は
、
各
区
・

自
治
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
要

望
か
ら
選
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
町
道
新
設
改
良
事

業
及
び
町
道
路
施
設
（
橋
梁
、

舗
装
）
修
繕
事
業
は
、
住
民
の

皆
さ
ま
の
利
便
性
、
安
全
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
計
画
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

【
町
単
独
土
木
事
業
】

▼
南
＝
郷
之
口
南
線
路
面
排
水

対
策
（
東
道
祖
神
地
内
）
他
２

カ
所

▼
郷
之
口
＝
２
の
21
号
線
舗
装

修
繕
（
本
町
地
内
）
他
１
カ
所

▼
荒
木
＝
大
宮
立
川
線
舗
装
修

繕
（
東
出
地
内
）
他
３
カ
所

▼
岩
山
＝
４
の
２
号
線
排
水
改

令
和
元
年
度

町
単
独
土
木
事
業
施
工
箇
所
決
定

良
（
中
出
地
内
）
他
３
カ
所

▼
禅
定
寺
＝
５
の
５
号
線
側
溝

蓋
改
良
（
東
奥
谷
地
内
）
他
３

カ
所

▼
立
川
＝
通
峰
線
道
路
排
水
改

良
（
中
筋
地
内
）
他
４
カ
所

▼
湯
屋
谷
＝
郷
之
口
湯
屋
谷
線

護
岸
改
修
（
東
塩
谷
地
内
）
他

２
カ
所

▼
奥
山
田
＝
木
元
線
木
元
橋
高

欄
修
繕
（
里
西
地
内
）

▼
高
尾
＝
９
の
10
号
線
防
護
柵

設
置
（
北
坂
地
内
）

▼
緑
苑
坂
＝
大
階
段
修
繕
他
１

カ
所

【
町
道
新
設
改
良
事
業
】

▼
道
路
側
溝
改
良（
岩
山
地
内
）

【
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
】

▼
橋
梁
修
繕
（
蛍
橋
他
）

【
道
路
舗
装
修
繕
事
業
】

▼
舗
装
修
繕（
７
の
７
号
線
他
）

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
７
）

主
な
施
工
箇
所

左から　上原代表理事、西谷町長、沖代表理事

子育て支援
センター事業

6月

遊ぶ・学ぶ・集う場の「地域子育て支援センター」
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日９：00～16：30
子育てに関する相談も受け付けています。子育て通信

・あそびの広場　　妊婦さんから就学前の親子
まで。「広場」や「交流」をします。　　

・おでかけ広場　　町内各地にお出かけします
。宇治田原を再発見しましょう。　

・家庭応援事業　　子育て家庭を応援します。
講座やイベント等しています。

・ファミリー・サポート事業　お子様を預けた
い方と預かれる方の会員組織です。

　　　　　　　　　今年度は月１回研修も行い
ます。どなたでもご参加ください。　

・授乳育児相談　　助産師による相談が受けら
れます。予約制です。

・子育て相談　　　臨床心理士による子育て相
談です。どんな悩みでもどうぞ。　

今月の
保健・予防案内

一般・乳幼児健康相談　 　［対象］全年齢

　12日㊌　午前９時30分～11時30分

BCG予防接種　［対象］５カ月～１歳未満

　12日㊌　午後１時15分～２時受付

離乳食教室　 　［対象］生後４～７カ月児の保護者

　21日㊎　午前10時～正午

　　　　いずれも保健センター

＝要予約

今月の
元気はつらつ！若返り塾

･ 保健センター ☎88－6636

場　　　所 日 時間
総 合 文 化 セ ン タ ー
（アクティブ：地域交流会） 27日㊍ 午後

総 合 文 化 セ ン タ ー
（おやじエクササイズ） 14日㊎、28日㊎ 午前

高 尾 公 民 館 14日㊎ 午後
郷 之 口 会 館 11日㊋ 午後
銘 城 台 自 治 会 館 11日㊋ 午前
荒木（やすらぎ荘） 7日㊎ 午後
南 公 民 館 13日㊍ 午後
岩 山 会 館 7日㊎ 午前
緑 苑 坂 自 治 会 館 5日㊌ 午前
禅 定 寺 会 館 21日㊎ 午後
立 川 公 民 館 6日㊍ 午後
湯 屋 谷 会 館 21日㊎ 午前
奥 山 田 会 館 26日㊌ 午後
※午前＝午前10時～正午、午後＝午後２時～４時

地域子育て支
援センター

☎８８－６６２
２・FAX８８

－６６４６

場所

健康のお便り
Health　center

　私たちの身体は食べたものでできています。19日は食育（ショクイク）の日。健康で生き生きとした生
活を送れるように、まずは食生活から見直して、家族そろって元気な身体づくりをしましょう。

保健センター ☎88－6636

日 月 火 水 木 金 土

日付 1

事業名

時間
場所

内容

2 3 4 5 6 7 8
安心感の輪
（要予約）

おでかけ広場
（要予約）

10時～11時半 10時～11時半
保健センター 住民体育館

連続子育て講座
（4回目）

ママの
リフレッシュ！

9 10 11 12 13 14 15
子育て家庭応援講座

（要予約） おでかけ広場

10時～11時半 10時～11時半
子育て支援センター 緑苑坂自治会館

お茶教室 昔遊び

16 17 18 19 20 21 22
子育て相談日
（要予約） あそびの広場 食育広場

（要予約）
14時～16時 10時半～11時半 10時～正午

子育て支援センター 子育て支援センター 保健センター　調理室

相談 わらべうた遊び 親子クッキング

23 24 25 26 27 28 29
ファミリー・サポート

事業
授乳育児相談
（要予約） あそびの広場

10時～11時 10時～12時 10時～11時半
子育て支援センター 子育て支援センター 子育て支援センター
絵本読み聞かせ

講座 相談 手形・足形

子育てサークル活動日
ママ’sアクション	 ６日（木） 10：00～11：00
 20日（木） 10：00～15：00
このゆびと～まれ 18日（火） 10：30～11：30
（わらべうた）

①朝ごはんの習慣を！
　朝食は１日の活動源です。
　まずは手軽なものから取り入れてみましょう。
　例えば、おにぎり+卵・納豆+トマト
　　　　　　　　　　+牛乳・ヨーグルト+バナナ
②１日５皿の野菜料理が健康の決め手！
　目標は1日350ｇの緑黄色野菜。
　加熱することでかさが減り、生食よりもたくさん
の量を食べることができます。
　『宇治田原町　旬の野菜レシピ集』をお手本にし
てみましょう。

③うす味をこころがける！
　1日の食塩相当量は成人男性8ｇ未満、女性7ｇ
未満です。
④バランスのよい食事を！
　主食・副菜・主菜を組み合わせることで、栄養面・
見た目にもバランスのよい食事になります。厚労省
と農水省が決定した食事バランスガイドを参考に
食事を組み合わせてみましょう。

　昭和から平成、令和と元号が変わっただけ
でなく、生活環境・科学技術・働き方等、時
代の流れも大きく変化してきました。そして家族の形も変
わってきました。
　どれが良いとか悪いとかで語れる話ではありません。
しかし、特に子育てにおいては、核家族化が進んだ現在、
母親に負担が多くなりがちだと思われます。
　当センターでは、地域の力を借りて子育てを応援でき
ればと思っています。子育て中に孤独を感じた時、子ども
の相手をしてくれる方、話を聞いてくれる方がいれば救わ
れるママもおられることでしょう。
　地域の方も子育てに参加できる方法を提案していきた
いと思っておられます。子育てを助けてほしい方、子育て
を応援したい方からの声もお待ちしています。

地域で子育て応援

子育てサービス利用支援窓口
８：30～17：15
月曜日～金曜日

お知らせ

大根と水菜のサラダ

大根のみぞれ汁

壬生菜の
スクランブル風

ブロッコリーと人参
ヨーグルトソースかけ

ラタトゥイユ



暮らしの
情報

I N FO RMAT I ON

＝問合せ先　 ＝申込先

6月
日 月 火 水 木 金 土

1

２ ３ ４ ５ ６ 7 8

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 　／　 30 24 25 26 27 28 29

お
知
ら
せ

潮見博司さん
（郷之口）

髙田美智子さん
（岩山）　

谷川利明さん
（奥山田）

矢野登代子さん
（南）　

人権擁護委員の皆さん

　
納
付
書
で
納
め
る
場
合
、
コ

ン
ビ
ニ
で
24
時
間
お
支
払
い
が

で
き
ま
す
。
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ

納
付
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
町
府
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料

期
限
　
コ
ン
ビ
ニ
取
扱
期
限
の

記
載
が
あ
る
場
合
は
そ
の
日
ま

で
、
記
載
が
な
い
場
合
は
納
期

限
ま
で
。

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
３
）

　
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
町
内
金
融
機
関
窓
口
に
町
税

等
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
を
備

え
て
い
ま
す
の
で
、
預
金
通
帳

と
ご
使
用
の
印
鑑
を
持
っ
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

　
京
都
銀
行
、
京
都
中
央
信
用

金
庫
、
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協

同
組
合
、
南
都
銀
行
、
京
都
信

用
金
庫
、 

り
そ
な
銀
行
、
み
ず

ほ
銀
行
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

コ
ン
ビ
ニ
で
納
税
で
き
ま
す

口
座
振
替
の
案
内

　
町
外
の
支
店
へ
申
し
込
む
場

合
は
、
町
税
等
口
座
振
替
納
付

依
頼
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
３
）

　
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
に

対
し
て
支
給
さ
れ
る
児
童
手

当
。
６
月
分
以
降
も
継
続
し
て

受
給
す
る
場
合
に
は
、「
現
況

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現

況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在

の
状
況
を
把
握
し
、
手
当
の
受

給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
以
降

の
手
当
が
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
現
在
、
児
童
手
当
等

を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、「
現

況
届
」
を
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
出
生
な
ど
で
手
当
を

受
給
で
き
る
の
に
、
請
求
書
を

提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
お
早

め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

受
付
　
保
健
セ
ン
タ
ー

締
切
　
６
月
28
日
（
金
）

健
康
児
童
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
６
）

児
童
手
当
　
現
況
届
の
提
出
を

　
町
民
税
非
課
税
の
世
帯
で
、

❶
母
子
・
父
子
世
帯
❷
児
童
世

令
和
元
年
度
京
都
府
高
校
生

給
付
型
奨
学
金
等
第
２
次
申
請

帯
❸
障
が
い
者
世
帯
❹
長
期
療

養
者
世
帯
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
、
高
校
生
に
奨
学
金
を
支

給
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

締
切
　
７
月
１
日
（
月
）

・

府
山
城
北
保
健
所
綴
喜

分
室
（
☎
６
３
︲
５
７
４
５
）

／
健
康
児
童
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
６
）

　
町
営
バ
ス
の
車
内
を
雨
の
日

仕
様
に
飾
り
付
け
た
雨
の
日
号

を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
憂
鬱
な
梅
雨
に
も
楽
し
い
気

分
で
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
通
う
親
子
に
車
内

を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

期
間
　
５
月
28
日
（
火
）
か
ら

梅
雨
明
け
ま
で

※ 

運
行
ル
ー
ト
及
び
運
行
時
刻

は
通
常
ど
お
り
で
す
。（
高

尾
ル
ー
ト
は
７
月
末
ま
で
午

後
の
便
は
運
休
）

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
７
）

町
営
バ
ス 

雨
の
日
号
を
運
行
中

　
毎
年
６
月
１
日
～
７
日
は
水

道
週
間
で
す
。
皆
さ
ん
が
利
用

﹁
い
つ
も
の
む
　
い
つ
も
の

水
に
　
日
々
感
謝
﹂

第
61
回
水
道
週
間

　
し
て
い
る
水
道
は
、
健
康
的

な
生
活
や
社
会
活
動
を
支
え
る

た
め
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
安
全
で
よ
り
質

の
高
い
飲
料
水
を
安
定
し
て
供

給
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
水
需
要
の
増
大
や

夏
場
の
渇
水
に
対
処
す
る
必
要

が
生
じ
て
い
る
た
め
限
り
あ
る

水
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

　
公
共
下
水
道
や
町
設
置
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
使

用
人
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
水
以
外
の
井
戸
水
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
料
金

が
使
用
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

下
水
道
・
町
設
置
浄
化
槽
の
使

用
人
数
に
変
更
あ
れ
ば
届
出
を

　
男
性
と
女
性
が
職
場
で
、
学

校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
、
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
性
別
に
か
か
わ
ら
ず﹃
学
び
﹄

を
通
じ
て
、
一
人
一
人
の
意
欲

と
、
希
望
に
応
じ
た
多
様
な
生

き
方
の
実
現
を
応
援
す
る
こ
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
内
閣

府
が
公
募
し
、
１
９
０
０
作
品

の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
詳

し
く
は
内
閣
府
男
女
共
同
参
画

﹁
男
女
共
同
参
﹃
学
﹄﹂﹁
知

る 

学
ぶ 

考
え
る 

私
の
人
生 

私
が
つ
く
る
﹂
男
女
共
同
参

画
週
間
６
月
23
日
～
29
日

局
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企
画
財
政
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
２
）

　
豊
富
な
経
験
や
知
識
等
を
い

か
し
、
地
域
活
性
化
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
高
齢
者
の

団
体
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
　
60
歳
以
上
の
方
が
半
数

以
上
を
占
め
る
５
名
以
上
の
団

体交
付
額
　
活
動
に
必
要
な
額
の

４
分
の
３
（
上
限
10
万
円
）

実
績
　
合
唱
サ
ー
ク
ル
の
施
設

訪
問
衣
裳
の
作
製
や
輪
投
げ

サ
ー
ク
ル
活
動
の
備
品
購
入
な

ど
介
護
医
療
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
０
）

高
齢
者
の
団
体
活
動
を
応
援
！

　
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
あ
る

６
月
１
日
を
中
心
に
、
全
国
で

人
権
擁
護
の
啓
発
活
動
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
、
特

設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
差
別
や
い
じ
め
、
暴
力
や
虐

待
、
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
中

傷
な
ど
、
自
分
の
人
権
が
侵
害

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は

﹁
人
権
擁
護
委
員
の
日
﹂

３
日
に
特
設
相
談
所
を
開
設

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
ち
の
相
談

パ
ー
ト
ナ
ー
・
人
権
擁
護
委
員

が
、
あ
な
た
の
お
悩
み
を
一
緒

に
考
え
ま
す
。

【
特
設
相
談
所
】

日
時
　
６
月
３
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所
　
や
す
ら
ぎ
荘

※ 

予
約
不
要
。
秘
密
厳
守
。
無

料
。
行
政
相
談
も
同
時
開
催

【
人
権
擁
護
委
員
】

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち

の
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
相
談
窓
口
】

▼
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局

（
☎
２
４
︲
４
１
２
２
）

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

（
☎
０
５
７
０
︲
０
０
３
︲
１

１
０
）

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
☎
０
１
２
０
︲
０
０
７
︲
１

１
０
）

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
☎
０
５
７
０
︲
０
７
０
︲
８

１
０
）

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
４
）

　
最
近
「
改
元
さ
れ
た
の
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
使
え
な

く
な
る
」な
ど
と
電
話
が
あ
り
、

自
宅
を
訪
れ
た
金
融
機
関
職
員

を
装
っ
た
者
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
手
渡
し
、
口
座
か
ら

預
金
を
引
き
出
さ
れ
る
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
殊
詐
欺

被
害
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自
宅
の

固
定
電
話
に
直
接
出
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
電
話
機
の
防

犯
機
能
を
使
え
ば
、
被
害
の
多

く
を
防
げ
ま
す
。

【
被
害
防
止
の
た
め
に
】

▼
防
犯
機
能
（
録
音
機
能
）
の

付
い
た
電
話
機
に
す
る
。

▼
在
宅
中
も
留
守
電
の
設
定
に

し
て
お
く
。

田
辺
警
察
署
（
☎
６
３
︲
０

１
１
０
）

特
殊
詐
欺
被
害
に
注
意
！

こちら消防分署 宇治田原分署　☎88－5500

　自分たちのまちを守るチ
カラになろうと今年４月、
新たに11名が消防団員に
なりました。この中から今
月は５人を紹介します。

（敬称略）

第１分団第２部（立川）
曽根　隆正

第１分団第５部（銘城台）
今西　伸次郎

第１分団第１部（南）
堀口　廣泰

第１分団第５部（銘城台）
笠原　誠智

第１分団第２部（立川）
森田　英哉 　危険物は使用方法を誤れば大災害を招く恐れがありま

す。
　この機会に、ご家庭や事業所で危険物の安全を再確認
しましょう。

危険物とは ▼ ▼ ▼

　消防法で定められた火災発生・火災拡大の危険性が大
きく、消火の困難性が高い物をいいます。（ガソリン・
灯油・油性塗料など）

がんばってます！消防団 Fire Busters 総務課 ☎88－6631
危険物安全週間推進標語
「無事故への　備え一分の　隙も無く」

６月２日（日）～６月８日（土）は

危険物安全週間です

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い

た
本
や
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ゲ
ー

ム
の
売
却
代
金
を
犯
罪
被
害
者

支
援
活
動
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。
支
援
の
輪
を
広
げ
る
取
り

組
み
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

支
援
の
流
れ

①
回
収
し
た
本
等
を
買
い
取
り

業
者
へ
送
付
。

②
買
い
取
り
業
者
が
査
定
し
た

買
い
取
り
相
当
額
を
京
都
犯
罪

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄
付

③
寄
付
金
を
犯
罪
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
の
支
援
活
動
に
活
用

回
収
箱
設
置
場
所

　
役
場
、
図
書
館
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
保
育
所
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

注
意
点

　
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
コ
ー
ド
の
つ
い
て

い
な
い
本
、
百
科
事
典
、
コ
ン

ビ
ニ
コ
ミ
ッ
ク
、
雑
誌
は
対
象

外
。総

務
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３

１
）

犯
罪
被
害
者
支
援

ホ
ン
デ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
ご
協
力
を

　
令
和
２
年
度
の
竣
工
を
目
指

し
、
新
庁
舎
建
設
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
本
庁
舎
棟
の
現
場

事
務
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
☎
８
８
︲
８
５
０
０
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
（
☎

８
８
︲
６
６
１
６
）

宇
治
田
原
町
新
庁
舎
建
設
工
事

現
場
事
務
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　
木
津
川
流
域
の
古
墳
か
ら
出

土
し
た
副
葬
品
を
展
示
し
、
最

新
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

場
所

　
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
山
城
（
京
都
府
立
山
城
郷
土

資
料
館
）

期
間

　
４
月
27
日
（
土
）
～
６

月
16
日
（
日
）

開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分

休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

入
場
料

　
一
般
２
０
０
円
、
小
・

中
学
生
５
０
円

ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
山

城
（
☎
０
７
７
４
︲
８
６
︲
５

１
９
９
）

木
津
川
流
域
の
首
長
墳

︱
最
新
の
研
究
成
果
か
ら
︱

　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

が
専
門
医
に
よ
る
医
療
・
補
装

具
等
に
関
す
る
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。

日
時

　
６
月
17
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

相

談

身
体
障
が
い
者
︵
耳
鼻
咽
喉

科
︶
巡
回
相
談
の
ご
案
内

場
所

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

申
込

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
相
談
内
容
を
福
祉

課
に
連
絡

締
切

　
６
月
７
日
（
金
）
定
員

に
な
り
次
第
締
切

備
考

　
当
日
は
宇
治
市
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に

よ
る
生
活
相
談
あ
り

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
・
FAX
  ８
８
︲
３
２
３
１
）

　
視
力
に
不
安
を
抱
え
る
方
や

そ
の
ご
家
族
の
た
め
の
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

日
時

　
６
月
24
日
（
月
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

①
日
常
生
活
の
個
別
相
談
②

京
都
府
無
料
視
覚
相
談
会

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
相
談
③
子
ど
も

の
視
覚
発
達
相
談
④
拡
大
読
書

器
な
ど
福
祉
機
器
の
展
示
・
体

験※
①
③
要
予
約

場
所

　
京
田
辺
市
商
工
会
館

　

・

京
都
府
家
庭
支
援
総
合

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
５
︲
５
３

１
︲
９
６
０
８
）／
福
祉
課（
☎

８
８-

６
６
３
５
）

　
協
会
で
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
を
普
及
振
興
し
、
住
民
の
体

力
と
健
康
の
増
進
、
ま
た
、
ス

﹁
ス
ポ
ー
ツ
で
も
っ
と
元

気
！
宇
治
田
原
﹂
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
町
内
外
の
交

流
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
５

月
26
日
（
日
）
の
総
会
で
は
事

業
計
画
な
ど
を
決
定
。
同
日
に

総
合
開
会
式
を
開
催
し
、
今
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

主
催
事
業

　
▼
６
月
29
日
（
土
）

普
通
救
命
講
習
会
▼
10
月
６
日

（
日
）
町
民
体
育
大
会
▼
12
月

１
日
（
日
）
お
茶
の
里
う
じ
た

わ
ら
マ
ラ
ソ
ン
▼
そ
の
他
ス

ポ
ー
ツ
講
演
会
な
ど

役
員

　
▼
会
長
＝
武
村
芳
明
▼

副
会
長
＝
北
山
信
雄
▼
理
事
長

＝
中
嶋
武
久
▼
副
理
事
長
＝
前

田
欣
也
▼
事
務
局
長
＝
関
屋
圭

彦
▼
事
務
局
次
長
＝
今
西
利
行

▼
会
計
＝
谷
口
茂
弘

体
育
協
会
事
務
局
（
住
民
体

育
館
内
☎
８
８
︲
４
５
６
７
）

日　時　6月15日圡　午後１時３０分～　（午後１時開場）
場　所　総合文化センター　さざんかホール
■生涯学習講演会
　サニー・フランシスの爆笑辛口メッセージ
　～	日本人のちょっとここがヘン	～

講師　サニー・フランシス 氏
～経歴～
南インドのケララ州生まれ。大阪弁の巧みな話
術での歯に衣着せぬ発言は、笑いの中に辛口の
社会批評も包み、年齢を問わず多くの人に支持
される。

■同時開催
　作品展・ミニワークショップ
　　　午前９時～午後５時　衣服・ガラス工房作品展
　　　午前10時～　スマホクリーナー　ミニワークショップ

社会教育課☎８８－５８５１



お知らせ

↑

講

座

町立図書館　☎88－5852

休館日
4・11・18・25日（火曜日）
27日（木・館内整理日）

「絵本のじかん」交流会
27日（木）10：00～11：00

今月の予定

『
世
界
で
い
ち
ば
ん
素
敵

な
海
の
教
室
』

藤
岡
換
太
郎
／
監
修

　　
皆
さ
ん
は
、
海
と
い
え

ば
何
を
想
像
し
ま
す
か
？

　
青
い
海
と
白
い
砂
？
潮

の
香
り
？
見
た
こ
と
も
な

い
魚
の
い
る
深
い
海
の

底
？
そ
れ
と
も
海
賊
！
？

　
海
は
大
い
な
る
恵
み
と

脅
威
を
併
せ
持
ち
、
そ
の

神
秘
的
で
謎
の
存
在
に
、

人
は
知
ら
ず
知
ら
ず
に
惹

か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
全
て
の
命
の
源
、
母
な

る
海
の
大
い
な
る
謎
を
解

き
明
か
す
ヒ
ン
ト
が
発
見

で
き
ま
す
。

　
海
に
会
い
に
行
き
た
く

な
る
一
冊
で
す
。

図書館からのお知らせ

日　時　6月2日㊐
　　　　午後2時～（約1時間）

場　所　総合文化センター
　　　　研修室1

内　容　 「音とおはなし」をテー
マに、大型絵本の読み聞
かせなどを予定していま
す。

　　　　 たくさんのご来場をお待
ちしています。

『
わ
た
し
の
か
さ
は

　そ

ら
の
い
ろ
』あ

ま
ん
き
み
こ
／
作

垂
石

　眞
子
／
絵

　　
雨
の
日
、
お
母
さ
ん
に

大
好
き
な
青
い
色
の
傘
を

買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
早
速
、
晴
れ
た
日
の
空

の
色
の
傘
で
お
出
か
け
す

る
と
、
草
の
間
や
木
の
陰

か
ら
次
々
と
動
物
達
や
お

友
達
が
「
い
ー
れ
て
」
と

や
っ
て
き
て
、
傘
は
も

う
・
・
・
あ
れ
っ
？

　
雨
の
日
が
楽
し
み
に
な

る
絵
本
で
す
。

募

集

バースデーおはなし会

まちかどほっとナウ
Ujitawara……Town……Topics…

　本格的な製茶シーズンを迎えた５月11日、子どもた
ちでつくる「禅定寺区キッズ防火隊」が消防団員らとと
もに禅定寺区内の夜警パトロールを実施しました。
　この活動は、製茶シーズンの最盛期にあわせて、禅定
寺子育てネットと禅定寺子供会が主催で毎年行ってい
るもので、キッズ防火隊員の子どもたちは拍子木を打ち
鳴らし「火の用心」を呼びかけました。

　汗ばむほどの好天に恵まれた５月12日、湯屋谷宗円
さんの里づくり会が主催する体験イベント、“新茶まつ
り”が行われました。会場となった湯屋谷区の宗円生家

周辺には家族連れが多
く訪れ、できたてほや
ほやの新茶の試飲や初
めてのお茶の手摘み体
験を楽しまれました。
　合間に振る舞われた
茶葉の天ぷらや茶飯の
おにぎりには、「自宅
でも作ってみたい」と
レシピを求める声が多
く上がるなど、来場者
たちは緑茶文化に存分
に触れる１日となりま
した。

禅定寺区キッズ防火隊が
「火の用心」

発祥の地で満喫
永谷宗円生家「新茶まつり」

5／11

5／12

内
容
　
不
用
に
な
っ
た
窓
ガ
ラ

ス
を
電
気
炉
で
焼
い
て
作
ら
れ

た
ガ
ラ
ス
板
で
ク
リ
ス
タ
ル
ス

タ
ン
ド
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
７
月
５
日
（
金
）
午
前

10
時
～
正
午

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　

研
修
室
２

講
師
　
エ
コ
・
ポ
ー
ト
長
谷
山

エ
コ
フ
レ
ン
ズ
ス
タ
ッ
フ

材
料
費
　
５
０
０
円

対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
の
方

定
員
　
20
人

締
切
　
６
月
24
日
（
月
）

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

︲
５
８
５
０
）

リ
サ
イ
ク
ル
教
室

～
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
ラ
ス
で
作

る
ク
リ
ス
タ
ル
ス
タ
ン
ド
～

　
お
は
な
し
を
「
聴
く
」
体
験

か
ら
始
め
る
講
座
で
す
。
子
育

て
中
の
保
護
者
の
方
や
、
読
み

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

聞
か
せ
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師
　
日
向
の
り
子
氏
（
ボ
イ

ス
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
朗
読
セ
ラ

ピ
ス
ト
）

定
員
　
②
20
人
程
度

申
込
　
②
の
み
、
６
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
、
図
書
館
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

町
立
図
書
館
（
☎
８
８

︲
５
８
５
２
）

　
体
育
協
会
主
催
に
よ
り
、
Ａ

Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
い
方
や
ス
ポ
ー
ツ
事
故
等

を
未
然
に
防
ぐ
方
法
を
学
び
ま

す
。

日
時
　
６
月
29
日
（
土
）
午
前

９
時
～
正
午
（
要
予
約
）

場
所
　
住
民
体
育
館

定
員
　
20
人

・

体
育
協
会
事
務
局
（
住

民
体
育
館
内
☎
８
８
︲
４
５
６

７
）

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

普
通
救
命
講
習
会

課
題
　
﹃
人
と
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
﹄
人
と
動
物
（
哺
乳
類
、

鳥
類
及
び
爬
虫
類
に
限
る
）
と

の
心
温
ま
る
作
品

規
格
　
四
ツ
切
ま
た
は
Ａ
４

（
カ
ラ
ー
・
白
黒
問
わ
ず
）

※
合
成
加
工
し
た
も
の
は
不
可

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

資
格
　
府
内
に
在
住
、
通
勤
ま

た
は
、
通
学
し
て
い
る
人

応
募
点
数
　
１
人
４
点
以
内

募
集
期
間
　
６
月
３
日
（
月
）

～
７
月
31
日
（
水
）（
郵
送
の

場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

・

京
都
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
７
５
︲
６
７
１
︲

０
３
３
６
）
／
府
健
康
福
祉
部

生
活
衛
生
課
（
☎
０
７
５
︲
４

１
４
︲
４
７
６
３
）
／
京
都
府

山
城
北
保
健
所
（
☎
２
１
︲
２

９
１
２
）

　
町
内
で
障
が
い
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
を
運
営
す
る（
福
）

宇
治
田
原
む
く
福
祉
会
で
は
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

※ 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
：
夜
間
や

休
日
に
共
同
生
活
を
す
る
住

居
に
て
、
相
談
や
入
浴
、
食

事
の
介
護
な
ど
日
常
生
活
の

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
居
者
募
集

日　時 場　所 内　容 対　象

① ６月24日（月）
午前10時～11時

子育て支援センター 絵本、それは母と
子をつなぐもの

育児中の方、
出産予定の方

② ７月１日（月）
午後１時～３時

総合文化センター
研修室１

絵本を聴く・感じ
る・分かち合う

絵本の読み聞かせ
に興味のある方

③ ７月８日（月）
午前10時～11時

子育て支援センター 絵本の読み聞かせ
が育むもの

育児中の方、
出産予定の方

※子育て支援センターの回には赤ちゃんコーナーがあります。

←

令
和
元
年
春
の
叙
勲

　瑞
宝
単
光
章

　防
衛
業
務
功
労 

浅

　田

　
　
　修
さ
ん

第
33
回
全
日
本
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　京
都
府
予
選
優
勝

　宇
治
田
原
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ズ

まちかどほっとナウ
Ujitawara……Town……Topics…

　京都の大学で学ぶ外国人留学
生を招き、町内の小学校で茶摘
み体験交流が行われました。
　両小学校をこの日訪問したの
は、祁　偉健（き　いけん）さ
ん、楊　梓（よう　し）さん、
李　怡蕾 ( り　いらい ) さんら
３人の京都府名誉友好大使。

　学校茶園で初めてのお茶
摘みを楽しんだあと、教室
で中国文化を紹介。宇治田
原町と交流のある中国雲南
省から贈られたプーアル茶
を児童たちと味わいました。

　保育所では、５月14日に子どもたちがお茶摘みを体験。
　翌日には、茶業青年会（＝森田芳紀会長）の指導のもと「煎

茶教室」を開催
し、 ホ ッ ト プ
レートで蒸した
茶葉の手揉みを
しました。自分
たちで揉んだ茶
葉のお茶を飲む
と子どもたちか
らは「おいしい」
との歓声が。茶
どころ宇治田原
ならではの体験
でした。

　毎年恒例となった園児
たちの茶摘み体験。今年
も京都タワーのマスコッ
ト、たわわちゃんが茶ッ
ピーとともに、うぐいす
宇治田原幼稚園を訪れま
した。園児たちのかわい
い歓声が上がる中、グ
リーンの色鮮やな茶園で
記念撮影。手作りのメッ
セージカードをたわわ
ちゃんに手渡し、園児た
ちには楽しさいっぱいの
お茶摘み体験となりまし
た。

　21お茶のふるさと塾の
茶摘み体験交流会が行わ
れ、今年も東京をはじめ町
外からの多くの参加者で賑
わいました。「ハートのま
ち　うじたわら」にちなん
で、ハート型の茶葉「想い
葉」を探し当てた参加者に
は素敵なプレゼントも。茶
娘衣装や茶香服、地元の食
材を使ったお弁当など、お
茶の里・宇治田原の魅力が
いっぱい詰まった一日とな
りました。

茶摘みで楽しく国際交流
田原小・宇治田原小

子どもたちがお茶摘みと
お茶の手揉みを体験

たわわちゃんと茶ッピーが今年も登場！
うぐいす幼稚園の茶摘み体験

日本緑茶のふるさとを味わいつくす

5／14

5／15

5／15

5／18

援
助
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

対
象

　
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の

町
内
在
住
の
障
が
い
者

定
員

　
１
名
（
男
女
問
わ
ず
）

締
切

　
６
月
30
日
（
日
）

※ 

入
居
者
は
、
法
人
内
に
設
置

し
て
い
る
選
考
委
員
会
に
よ

り
決
定
。

・

（
福
）
宇
治
田
原
む
く

福
祉
会
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー「
う
じ
た
わ
ら
」）（
☎

８
８
︲
６
９
６
９
・
FAX
  ８
８
︲

５
８
４
６
）

書
道
の
部

・
課
題
＝
▼
小
学
生
「
平
和
」

▼
中
学
生
「
世
界
平
和
」
▼
一

般
「
平
和
を
願
う
新
時
代
」

・
規
格
＝
▼
小
学
生
：
市
販
の

半
紙
▼
中
学
生
・
一
般
：
市
販

の
短
冊
か
画
仙
紙

絵
画
・
標
語
の
部

　

・
課
題
＝
非
核
・
平
和
に
関
す

書
道
・
絵
画
・
標
語

平
和
作
品
募
集

る
も
の

・
規
格
＝
特
に
制
限
な
し

対
象

　
町
内
在
住
・
在
勤
者

応
募
点
数

　
制
限
な
し

締
切

　
７
月
24
日
（
水
）

申
込

　
作
品
の
裏
面
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
（
学

年
）・
性
別
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
持
参
か
郵
送

展
示

　
８
月
１
日
（
木
）
～
15

日
（
木
）
の
平
和
推
進
旬
間
に

あ
わ
せ
て
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

の
ロ
ビ
ー
に
展
示

備
考

　
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

を
進
呈
し
ま
す
。
な
お
、
応
募

作
品
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

・

非
核
平
和
都
市
推
進
協

議
会
事
務
局
（
総
務
課
内
☎
８

８
︲
６
６
３
１
）

日
時

　
10
月
10
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
開
式

※ 

午
前
９
時
30
分
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
出
発
～
午
後
５
時
帰

京
都
府
戦
没
者
追
悼
式
参
列

者
募
集

着
（
予
定
）

場
所

　
国
立
京
都
国
際
会
館

対
象

　
戦
没
者
の
配
偶
者
・
子
・

父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・
そ
の

他
の
三
親
等
内
親
族
等

締
切

　
６
月
26
日
（
水
）

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
）

人
数

　
15
人

採
用
条
件

　
４
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
不
可
）

※ 

採
用
者
は
、
事
前
に
普
通
救

命
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ

住
民
プ
ー
ル
臨
時
職
員
募
集

き
ま
す
。

期
間

　
６
月
17
日
（
月
）
～
８

月
31
日
（
土
）。
毎
週
火
曜
日

は
休
み
。
勤
務
日
応
相
談

勤
務
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

賃
金

　
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程

に
基
づ
き
支
給

受
付

　
申
込
書
を
記
入
の
う
え

住
民
体
育
館
ま
で
提
出

締
切

　
６
月
28 

日
（
金
）

※ 

募
集
人
数
に
達
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
引
き
続
き
募
集

・

住
民
体
育
館
（
☎
８
８

︲
４
５
６
７
）

過去を知り未来を考える

広島平和体験学習
参加者募集
7月22日月 - 23日火
行　先　原爆ドーム、平和記念資料館、厳島神社ほか
対　象　町内在住の小学校５・６年生、中学生
定　員　15人　申込み多数の場合は抽選
参加費　2,500円
申　込　 「広島平和体験」と明記し、住所・氏名（ふりがな）・性別・学校・学

年（年齢）・保護者名・電話番号を記入し、ハガキまたは FAX で申込み
締　切　６月21日（金）案内通知を後日送付

※参加者全員、８月３日（土）の「平和のつどい」にて学習発表をします。

・ 非核平和都市推進協議会事務局
（総務課内・☎88-6631　FAX88-3231）
　〒610-0289　荒木西出10　



【町の位置】北緯34度51分東経135度51分海抜118メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

くとうてん

　皆さん先月の大型連休はど
のようにお過ごしでしたか？
　広報紙編集の担当となって
から、少しでも紙面から町内
の魅力をたくさん感じていた
だきたくて、少しずつですが
写真撮影の練習をしていま
す。しかし、歴代担当が撮影
したものと見比べると同じ場
所でも印象がまったく違いま
す。撮影者の身長差でそう感
じるようです。皆さんも広報
紙の紙面で見かけた場所に行
く機会があれば、ぜひ写真撮
影してみてください。違った
世界が見えるかもしれませ
ん。　　　　　　　　（は）

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便かＥメール。ご希望があれば、広
報担当者が写真撮影に伺います。▶わが家のアイドル（乳幼児）　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25文字以内）」をお送りください。
■ 投稿先　総務課広報…☎88－6631　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.lg.jp

投稿募集中

わが家のアイドル。

佐藤　楓
ふ う ま

真ちゃん （６ヶ月）

西川　汰
た い し

志ちゃん （4歳）

　　　以
い ず み

純ちゃん （１ヶ月）

岩本　紬
つ む ぎ

希ちゃん （９ヶ月）

浅田　心
し き

樹ちゃん （4歳）

　　　音
い と

和ちゃん （１ヶ月）

いつもニコニコ癒しのふうちゃん。
元気に育ってね！ みんな仲良くね♪

平成生まれと令和生まれ、兄妹仲良
く育ってね！

４月27日（土）宗円の郷西ノ山展望広場に新しいイン
スタ映えスポット『ハートキューブ』がオープンしまし
た。家族・友人・恋人同士で楽しめる箱形オブジェで写
真を撮って、

産業観光課　☎８８- ６６３８

＃うじたわらいく　で投稿しよう！

ご好評いただいている茶ッピーオリ
ジナルグッズ。６月から２品目を新
たに追加。普段使い、プレゼント用
にご利用ください。

事業者の
皆さんへ ふるさと納税でまちをもっと元気に

新返礼品・新規事業者を募集

　本町にふるさと納税をしていただいた方へのお礼に、まち
の魅力や特産品をＰＲしようと、お送りしている「ふるさと
特産品」。ラインナップ強化を図ろうと、協力事業者、新特
産品を募集します。事業の現状や今後の展開（掲載サイトの
増強）について、事業者向け説明会を開催します。新たに出
品をご検討の皆さん、現・返礼品協力事業の皆さんは、ぜひ
ご参加ください。

◉受付開始　６月19日氺
　＊ 新たに協力いただける事業者は、７月12日（金）まで

に事業への参加意向をご連絡ください。
◉	要件　次の商品・サービスを提供している事業者（個人可）
　❶ 町内で製造、加工、栽培等をしている商品・サービス
　❷ 町のＰＲにつながる商品・サービス
　※ 特産品として登録できない商品
　　等があります。

◉日時　６月28日㊎　午後２時～
◉会場　総合文化センター　研修室１

・ 企画財政課☎88‐6632

企画財政課☎88‐6632

事業者向け説明会

　❷ 町のＰＲにつながる商品・サービス

令和元年Ver.

茶ッピーグッズ
新たに２品登場

◉手さげ用クリアファイル

◉マフラータオル

◉マグボトル

◉アルミボトル

◉木製コースター
￥100

￥500

￥3,500

￥500

■販売場所 >>> 役場企画財政課、総合文化センター、地域子育て支援センター

500ml
サーモス製

300ml300ml300ml

New New

切り外すとＡ４の
クリアファイルに

￥200

SOLD	OUT

◉キーホルダー
￥500


